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▪
『
と
や
ま
ふ
る
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

　

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

▪
『
な
め
り
か
わ
食
育
・
健
康
市
民

　

講
座
』

▪
「
ア
ク
ア
ポ
ケ
ッ
ト
」
利
用
者
10

　

万
人
達
成

▪
『
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り
』

▪
『
ネ
ブ
タ
流
し
』　

▪
豊
頃
町
少
年
親
善
使
節
団
来
市

▪
『
滑
川
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
祭
』

▪
『
ふ
る
さ
と
市
民
大
学
講
座
』

▪
『
第
42
回
武
道
大
会
』

▪
谷
口
ツ
ヨ
さ
ん
（
本
江
）、
岩
城

　

秀
二
さ
ん
（
野
尻
）
100
歳

▪
『
上
梅
沢
遺
跡
現
地
説
明
会
』

▪
『
環
境
フ
ェ
ア
』

▪
『
小
学
校
音
楽
会
』

▪
『
第
56
回
美
術
展
』

▪
『
第
13
回
滑
川
ほ
た
る
い
か
マ
ラ

　

ソ
ン
』

▪
澤
井
ア
ヤ
さ
ん
（
常
光
寺
）
100
歳

▪
海
洋
高
校
創
立
110
周
年
記
念
式
典

▪
『
第
48
回
社
会
福
祉
大
会
』

▪
『
な
め
り
か
わ
農
産
物
品
評
会
』

▪
『
滑
川
の
文
化
財
展
』

　
▪
山
田
禎
一
さ
ん
（
野
町
出
身
）
に

　

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

▪
市
議
会
議
員
選
挙
（
無
投
票
）

▪
『
メ
リ
ー
な
め
り
Ｃ
Ａ
Ｎ
』

2009 年 を
ふ り 返 る

2009 年の主な出来事や話  題をふり返ってみました。
そして、2010 年を新たな  気持ちで迎えましょう。

▪
『
第
22
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
』

▪
359
人
の
門
出
を
祝
う
『
成
人
式
』

▪
西
部
小
学
校
竣
工

▪
『
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
』

▪
赤
間
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
曲
渕
）、
古

　

井
シ
ゲ
ヲ
さ
ん
（
上
小
泉
）、
稻

　

場
ハ
ル
さ
ん
（
四
ツ
屋
）
100
歳

▪
『
市
民
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

▪
市
政
功
労
者
20
個
人
２
団
体
表
彰

▪
高
橋
宗
義
さ
ん
（
小
林
）
100
歳

▪
「
あ
い
ら
ぶ
湯
」
利
用
者
30
万
人

　

達
成

▪
「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
資
源
ご
み

　

保
管
施
設
」
オ
ー
プ
ン

▪
「
や
な
ぎ
は
ら
保
育
園
」
開
所

▪『
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
交
歓
会
』

▪
ほ
た
る
い
か
海
上
観
光
～
5/6

▪
富
山
湾
の
神
秘
ホ
タ
ル
イ
カ
劇
場

　
（
富
山
空
港
展
示
）～
5/10

▪
深
層
水
足
湯
～
10/12

▪
『
滑
川
ホ
タ
ル
イ
カ
祭
り
』

▪
按
田
ハ
ナ
さ
ん
（
東
福
寺
野
）
100
歳

▪
室
内
温
水
プ
ー
ル
開
設
15
周
年
記

　

念
感
謝
祭

▪
『
学
童
体
育
大
会
』

▪
『
第
62
回
市
民
体
育
大
会
』

▪
『
第
27
回
光
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

▪
カ
ウ
ベ
ル
ト
の
郷
づ
く
り
事
業

▪
『
カ
タ
ー
レ
富
山
・
滑
川
市
の
日
』

謹　賀　　新　年
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
十
二
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
に
と
っ
て
昨
年
の
明
る
い
話
題
は
、
野
町
ご
出
身
の
山
田
禎
一
先
生
の

ふ
る
さ
と
滑
川
に
寄
せ
る
熱
き
思
い
、
滑
川
市
に
対
し
て
の
数
々
の
ご
功
績
を
も
っ
て

名
誉
市
民
の
称
号
記
と
徽
章
を
お
贈
り
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
あ
り
、
石
坂
豊
一
先
生

以
来
、
実
に
四
十
一
年
ぶ
り
二
人
目
と
な
る
滑
川
市
名
誉
市
民
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
全
国
七
百
八
十
四

都
市
中
四
十
八
位
。
こ
れ
は
都
市
と
し
て
の
安
心
度
、
利
便
性
、
快
適
度
、
居
住
水
準
、

充
実
度
な
ど
の
指
標
か
ら
客
観
的
に
評
価
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
総
務
省
の
市
町
村

別
決
算
状
況
調
を
基
に
、
㈶
関
西
社
会
経
済
研
究
所
が
行
っ
た
「
自
治
体
財
政
健
全
性

に
関
す
る
調
査
」
で
の
本
市
の
評
価
は
、
全
国
六
十
一
位
と
県
内
で
は
ト
ッ
プ
で
、
経

常
費
の
「
財
政
健
全
性
」
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
に
お
け

る
工
業
製
造
品
出
荷
額
が
二
千
六
十
三
億
円
余
り
と
、
人
口
一
人
当
た
り
で
は
六
百
十

二
万
円
で
県
内
一
。
こ
れ
も
広
く
企
業
誘
致
な
ど
に
努
め
た
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
雇
用
の
場
の
確
保
、
税
の
涵
養
を
図
る
た
め
に
も
既
存
企
業
の

育
成
を
含
め
、
工
業
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
３
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
で
管
内
全
域
に
お
い
て

新
た
に
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
八
月
の
完
成
を
目
指
し
た
南
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
・
耐
震
補
強
の
事
業
を
進

め
る
ほ
か
、
東
福
寺
野
自
然
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
九
ホ
ー
ル
増
設
し
て
オ
ー
プ

ン
、
十
月
に
は
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
「
ス
ポ
レ
ク
と
や
ま
」
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
の
開
催
地
と
し
て
、
本
市
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
補
助
金
の
削
減
、
経
済
金
融
情
勢
の
悪
化
な
ど
地
方
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、
徹
底
し
た
経
費
の

節
減
合
理
化
に
努
め
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
「
滑
川
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
私
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。「
無
信
不
立
（
信
無
く
ば
立
た
ず
）」。
国
に
お
い
て
も
地
方
に

あ
っ
て
も
信
無
く
し
て
政
治
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
と
手
を
た
ず
さ

え
、全
身
全
霊
を
あ
げ
て
市
政
進
展
、住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
を
心
か
ら
寿
ぎ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
瑞
気
み
な
ぎ
る
今
日
の
佳
き
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
人
一
人
を
含
む
十
六
人
の

新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、我
々
議
員
一
同
、市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
的
な
金
融
危
機
が
も
た
ら
し
た
パ
ニ
ッ
ク
的
な
経
済
・
金
融
危
機
に
よ

る
世
界
同
時
不
況
も
、
内
外
の
在
庫
調
整
の
進
捗
や
海
外
経
済
の
持
ち
直
し
に
よ
り
、

よ
う
や
く
深
刻
な
事
態
か
ら
は
脱
出
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
内

需
刺
激
策
の
効
果
が
減
衰
す
る
中
で
、
雇
用
・
賃
金
の
調
整
圧
力
が
残
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
の
中
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
年
は
、
今
後
市
政
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
示
す
「
第

四
次
滑
川
市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、議
会
に
お
い
て
も
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要
を
出
来
る
限
り
効
率
よ
く
反
映

さ
せ
て
行
く
た
め
に
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
、
市
民
の
声
を
代
弁
す
る
市
議
会
の
果
た
す
役

割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
と
し
て
、
民
意
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
市
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
政
策
立
案
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
時
代
を
勝
ち
抜
く
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
協
働
し
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
持
つ
特
色
あ
る
資
源
を
、
最
大
限
に
生
か
す
た
め
の
知
恵

を
出
し
合
い
、実
行
に
移
し
て
い
く
と
と
も
に
、地
域
の
こ
と
は
地
域
で
自
主
的
に
考
え
、

地
域
の
力
で
課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、「
地
域
力
」
の
涵
養
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的

な
議
員
活
動
を
展
開
し
、
議
会
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
に

議
会
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市民協働のまちづくりをめざして　
滑川市議会議長　　中 川 　勲 

　無信不立（信なくば立たず）
滑川市長　　中 屋 一 博

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

ストックヤード（資源ごみ保管施設）「アクアポケット」利用者 10 万人達成名誉市民推戴

１
月

上梅沢遺跡 「あいらぶ湯」利用者 30 万人達成ホタルイカ劇場（富山空港展示）


